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将来ビジョン第  2  章

2.1.  基本的な考え方 
　札幌の魅力は、日本でも有数の規模を誇る大都市の背景に、常に北海道ならではの大自然があることです。
そして、札幌をハブに、道内各地の魅力的な場所に行けることです。「都市・人間」と「自然」との距離感
をうまく保つ中で生まれてきた札幌ならではの食、文化、ライフスタイルが楽しめます。 
　私たちは、今後訪れる数々の機会を生かし、この札幌の魅力を更に磨きます。そして、磨き上げた魅力を
世界に発信し、世界の旅行者に選ばれる観光都市としてのブランドを確立します。 
　そのためには、旅行者が四季折々の札幌の魅力を楽しむだけではなく、事業者が旅行者に高い価値を提
供することで潤い、関連ビジネスが拡大することで、雇用が増え、税収が増える。それが、魅力的なまちづ
くりを更に促進し、市民は生活の豊かさと、札幌への愛着、誇りを感じる。そうして生まれる市民の笑顔、
おもてなしの心が、地域の魅力を更に向上させ、旅行者をもっと引き付ける。このような観光まちづくりの
好循環を生み出していくことが必要です。 
　また、好循環の前提として、札幌の魅力の源泉となっている先人から受け継いだ自然や文化などの価値を
損なわないよう守り続けなければなりません。また、守るだけではなく、これらの価値を高め、次世代にバト
ンを受け渡すことが大切です。 
　そして、もう一つの重要な点は、札幌観光は札幌だけでは完結しないということ。大自然をはじめとする
北海道の魅力が背景にあるからこそ、札幌はその魅力を高めることができます。北海道観光のゲートウェイ
として、道内各地と一体となって魅力を高めていくこと、そして、北海道の魅力のショーケースとしての機能
を今まで以上に発揮していくことが必要です。 
　こうした取組を続けていくことで、私たちは、札幌市が持続可能な観光都市として発展し続けることを目
指します。 

自然や文化を守り次世代へ受け渡す
札幌の魅力の背景である北海道の、ゲートウェイ、魅力のショーケース機能の発揮

好循環の
前提

事業者の利潤増
関連ビジネス拡大

雇用・税収増

魅力的なまちづくりの
促進

市民生活向上、地域への愛着・
誇り醸成、おもてなし意識向上

地域の魅力向上
旅行者を引き付ける

事業者が旅行者に
高い価値を提供
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2.2.  将来ビジョン

N o r t h  C a p i t a l  B a c k e d  b y  N a t u r e

大自然とともにある、北の首都
～世界の旅行者に選ばれる持続可能な観光都市 SAPPORO ～

旅行者が行きたい、もっと居たい、また来たいと思う「まち」
◆　札幌・北海道が、世界が憧れるいつか行ってみたい場所のひとつになっています。

◆　季節を問わず、行ってみたい場所、食べてみたいもの、体験してみたいことがあふれています。

◆ 訪れた人々は、快適にまちをめぐり、あふれる魅力、居心地の良さに心を摑まれ、再訪を誓って
います。

多様な事業者が観光により潤う「まち」
◆ 観光関連事業者はもちろん、そこから派生して様々なビジネスが生まれ、多くの雇用を創出してい
ます。

◆ 道内事業者が連携し、更に磨かれた北海道の魅力が旅行者に提供されることにより、広域周遊が
促進され、道内全体の経済循環が高まっています。

◆ 高い専門性を持つ豊富な観光人材が育成され、活躍できる環境があり、その豊富な人材が自ら楽
しみ、誇りをもって、旅行者に対して高い付加価値を生み出しています。

市民が誇りに思う魅力あふれる暮らしやすい「まち」
◆ 観光振興により地域の魅力が向上し、世界から旅行先として選ばれ続けるまちであることに市民
が誇りを持っています。

◆ 観光により地域が潤い、市民にも旅行者にも快適なまちづくりが促進されることで、市民の生活
の質が向上しています。

◆ 市民が札幌の持つ魅力を楽しみ、それを発信したり、旅行者を案内したり、ともに楽しむことで交
流が生まれ、市民と旅行者がお互いに喜びを感じています。

地域一体で持続可能な観光を実現する「まち」
◆ 旅行者、事業者、市民のそれぞれが観光による恩恵を受ける好循環が生まれるとともに、先人か
ら受け継いだ環境や文化などの価値が守られ、磨かれ続けています。

◆ 多様な主体が参画し、地域一体で持続可能な観光を実現する観光地経営を実践する体制が整備
されています。




